
 

レビー小体型認知症サポートグループ京都 

dlbsn-kyoto.com 

 DLBSG 京都は、ご本人・ご家族を中心とした相談の場です。 

医療・ケア専門職が同席し、病気や症状への対応を学び、 

支えあい、病気とつきあっていける方法を模索し、共有することを目的にしています。 

時間の制限のある診察室では聞けない事、困っている事、悩んでいる事等気軽に相談戴ける場でもあります。

【患者ご本人や家族介護者さま】 担当ケアマネジャーさんや相談員さん等と一緒に参加されると、 

サポート方法等の参考になる情報や気づきがあるかもしれません。 

 

 

■顧問医:水野敏樹先生 脳神経内科医 JCHO 京都鞍馬口医療センター 院長 

■協力医(あいうえお順) 

近藤 悟先生 精神科医 京都民医連あすかい病院 副院長 

杉本英造先生 脳神経内科医 杉本医院 院長 

辻 輝之先生 脳神経内科医 医療法人 七生会 辻医院 院長 

椿 恒雄先生 精神科医 医療法人 つばき医院 院長 

成本迅先生 精神科医 京都府立医科大学大学院医学研究科精神機能病態学 教授 

専門職として、精神保健福祉士・看護師・理学療法士・言語聴覚士 

介護福祉士・介護支援専門員・認知症の人と家族会京都支部等のご協力を戴いております。 

レビー小体型認知症サポートグループ京都（DLBSG京都） 

電話：090-1248-7890（代表：布施） FAX:075-468-8424 

メール:dlbsn.kyoto.2017@gmail.com 

ホームページ：https://www.dlbsn-kyoto.com/ 

 

■開催予定：年 4 回 1 月・4 月・7 月・10 月 (土)13:30～16:00 

■開催場所：ハートピア京都・府立医大基礎医学学舎 

■内容：1.専門医による講話  

2.相談交流会（相談内容について医師・ケア専門職が可能な範囲でお答えします。） 

■参加費：1 人 500 円 

■医療・介護の専門職の方には、是非 サポーターとして参加ご協力をお願い致します。 

又参加ができないご本人・ご家族のかわりに参加しご相談戴くことも可能です。下記までお問い合わせ下さい。 

同じご病気の方でも症状は様々です。参考になる対応方法が見つかるかもしれません。 

 

https://www.dlbsn-kyoto.com/

